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要旨

WWWに代表されるように，情報洪水の中から有用な情報のみを効率良く選択して利用

することは現代社会において非常に重要であるが，同時に非常に難しい問題でもあるこ

うした「玉石混合」から「玉」を取り出すための技術として，「動向情報の要約・可視化」

が注目されている． 「動向情報」とは，幾つかの統計量の時系列データを基として，その変

化を通時的にとらえつつ，それらを単に羅列するのではなく，総合的にまとめ上げることで

得られるもので，ある商品の価格や売上の状況ある会社の業績状況，内閣や政党の支持状

況等が例としてあげられる動向情報は，時系列データや地理的な情報を多く含み，さらに，

それらの情報に対する解釈，原因や予測などの情報を含むという性質を持つ．したがって，

グラフや図，地図などを利用してまとめて視覚化した方が直感的に理解し易い 「動向情報

の要約・可視化」技術はテキスト情報から動向情報を自動抽出し，ユーザの関心に応じて最

適な視覚情報として再構成することにより，このようなニーズに対応できる技術である

動向情報の一部として現れる統計量や日付表現には， 「前年比 10%増」のような数値の

相対的な差異や，数値の変動を示す相対表現が存在する．相対表現には，他の情報と対応付

けることができれば，テキスト中に明示されていない情報を推論することができるという

特徴があるこれまでに，今岡ら（今岡ら 2006)は相対表現を利用した動向情報抽出の有効

性を確認しているが，しかしながら，彼らの手法は，抽出した情報の選択については，議論の

対象外としていた動向情報を適切に抽出するためには，抽出した情報の選択は不可欠であ

るなぜなら，抽出した情報を選択しなければ，抽出の対象となる情報以外の情報も抽出し

てしまう恐れが生じるからである例えば，上で挙げた「ビールの出荷量」に関する動向情

報を抽出する場合を考えると，テキスト中に存在する様々な種類の動向情報の中からビー

ルの出荷量に関する情報を選択し，抽出しなければならないこのような問題を解決するた

め， 2種類の4つ組選択手法を提案する第一の4つ組選択手法は，電子化辞書と人手で作

成した同義語辞書および関連語辞書により specifierを拡張するという特徴がある第二の

4つ組選択手法は，入力となる統計量名（クエリ）に対して，全ての形態素の組合せを作成し，

さらに同義語辞書を用いてクエリのバリエーションを増加させるという特徴がある

本研究では，提案する 2つの 4つ組選択手法をそれぞれ組み込んだ相対表現に基づく動
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向情報抽出手法を提案する新聞記事を用いて評価実験したところ，第一の4つ組選択手法

を組み込んだ手法は適合率0.677,再現率0.367,F値0.476(マイクロ平均）という性能が得

られた第二の4つ組選択手法を組み込んだ手法は関連性判定を表層的な包含関係とした

場合，適合率0.615,再現率0.397,F値0.483(マイクロ平均）という性能が得られた関連性

判定を完全一致とした場合，適合率0.848,再現率0.367,F値0.512(マイクロ平均）という

性能が得られたこのことから，提案する相対表現に基づいた動向情報抽出の有効性が明ら

かとなった

-:_ m大学大学院 ［学研究科
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第1章

序論

1.1 研究の背景と目的

ITが促進したことによって，様々な電子化情報が増加し続けている情報洪水の中から

有用な情報のみを効率良く選択して利用することは現代社会において非常に重要であるが，

同時に非常に難しい問題でもあるこうした「玉石混合」から「玉」を取り出すためには，

ユーザの関心に応じた柔軟な情報編纂技術（加藤恒昭松下光範2006)が必要である情報編

纂を指向する研究テーマとして， 「動向情報の要約・可視化(KATO,MATSUSHITA, and 

KANDO 2005)」が注目されている 「動向情報」とは，幾つかの統計量の時系列データを

基として，その変化を通時的にとらえつつ，それらを単に羅列するのではなく，総合的にま

とめ上げることで得られるもので，ある商品の価格や売上の状況，ある会社の業績状況，内

閣や政党の支持状況等が例としてあげられる動向情報は，時系列データや地理的な情報を

多く含み，さらに，それらの情報に対する解釈，原因や予測などの情報を含むという性質を

持つ．したがって，文章で説明するよりも，グラフや図，地図などを用いて様々な情報をま

とめて視覚化した方が直感的に理解し易い動向情報を効率的に把握する支援技術として，

文書情報を解析して動向情報を自動抽出し，ユーザの関心に応じて最適な視覚情報として

再構成する技術は非常に有効である文書中に記述された動向情報を抽出して可視化する

ためには，以下のようなステージが必要である

stage 1: 可視化の基本となる情報の抽出

stage 2: 関心や情報の種類に応じた可視化形式の選択

stage 3: 注釈などの文書情報を用いた可視化情報の補足

上にあげた3つのステージのうち，最も碁本的なものがstage1: 可視化の基本となる情報

の抽出であるこれらの星本的な情報を正確に抽出するためには，文書中に記述された動向
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第 1章序論

情報，すなわち動向の種別を意味する表現や，それらに関連する数量表現や時間表現を見つ

け出し，相互に関連付けを的確に行う必要がある例えば，「今年の月毎のビール出荷数量

の推移」を処理しようとした場合，まず，対象とする文書集合から，ビール出荷数量を意味

する表現と出荷数量を示す数量表現と月を示す時間表現を抽出しなければならない．次に，

月を示す時間表現とビール出荷数量を示す数量表現の対応関係を把握し，月毎のビール出

荷数量を 12ヶ月分揃えることで，目的とする動向情報が把握できる

動向情報の一部として表れる統計量や日付表現には， 「前年比10%増」のような数値の

相対的な差異や，数値の変動を示すものがある（図1-1,下線部）．難波ら（難波英嗣，国政美

伸，福島志穂，相沢輝昭，奥村学 2005)は，これらの表現を相対表現と呼んでいる相対表現

は，抽出して他の情報と対応付けることができれば，テキスト中に明示されていない情報を

推論することができるという特徴がある

(1) 2007年のアサヒのビール出荷量は前年比0.1%増の1億8824万ケースとなった。

(2)日経平均株価は前日終値比218円33銭安と続落し・・・

(3) 97年度末に比べ36万4000台減の636万3000台となった

図1-1 相対表現の出現例

今岡ら（今岡裕貴，桝井文人，河合敦夫，井須尚紀2006)は，新聞記事中の相対表現の出現

の仕方に関する調査結果に基づいて抽出規則を構築した構築した抽出規則によって動向

情報を抽出する実験を行い，相対表現の有効性を明らかにしているしかしながら，彼らの

手法は，抽出した情報の選択については，議論の対象外としていた動向情報を適切に抽出

するためには，抽出した情報の選択は不可欠であるなぜなら，抽出した情報を選択しなけ

れば，抽出の対象となる情報以外の情報も抽出してしまう恐れが生じるからである例え

ば，上で挙げた「ビールの出荷量」に関する動向情報を抽出する場合を考えると，テキスト

中に存在する様々な種類の動向情報の中からビールの出荷量に関する情報を選択し，抽出

しなければならない

このような問題を解決するため， 2種類の4つ組選択手法を提案する第一の手法は，電

子化辞書と人手で作成した同義語辞書および関連語辞書により specifierおよびheadword

を拡張するという特徴がある第二の手法は，入力となる統計量名（クエリ）に対して，全て

の形態素の組合せを作成し，さらに同義語辞書を用いてクエリのバリエーションを増加さ

せるという特徴がある本論文では，これらの二種類の手法を組み込んだ相対表現に基づく

動向情報抽出手法について述べる

:_軍大学大学院 r. 学研究科
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1.2 論文の構成

本論文は，全8章で構成されている第 1章の序論に続き，第2章では，動向情報抽出に

関する研究が行われている MuSTプロジェクトについて説明する

第3章では，本研究で扱う動向情報の基本要素について説明するまた，相対表現と基本

要素との関連について説明し，相対表現の種類について述べる

第4章では，相対表現を利用した動向情報抽出の基本的な処理の流れについて説明する

また， 4つ組選択の問題点について述べる．

第5章では，第4章で述べる 4つ組選択における問題点を解消するための第一の4つ組選

択手法について述べる本手法は，電子化辞書と人手によって作成した同義語辞書と関連語

辞書を用いて4つ組の選択を行う

第6章では，第二の4つ組選択手法について述べる本手法は，入力となる統計量名（ク

エリ）に対して，全ての形態素の組合せを作成するさらに同義語辞書を用いてクエリのバ

リエーションを増やして4つ組の選択を行う

第7章では，二つの 4つ組選択手法を第4章で述べる相対表現を利用した動向情報抽出

に組み込んだ手法の有効性を検証するために評価実験を行い，その結果について考察する

第8章では，本研究に関する結論を述べる
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第2章

MuST 

本章では，動向情報抽出に関する研究が行われている MuSTプロジェクトについて説明

する．

2.1 MuSTプロジェクト

動向情報に関する研究は，2005年に「MuST(AWorkshop on Multimodel Summarization 

for Trend Information)」という動向情報の要約と可視化に関するワークショップがスター

トし (KATOet al. 2005), そこで様々な研究が行われている

MuSTワークショップは，共通のデータを用いて，緩い意味で共通の課題に取り組むこと

による議論と研究の活性化，ツールやコーパス類の蓄積を目的とするもので， 2005年にス

タートした.MuSTはNIINTCIR-7タスクとして位置づけられている

MuSTでは，主にコーパスからどのように動向情報を抽出するかという研究と，動向情報

をどのように可視化するかという研究が行われている

動向情報抽出に関する研究として， Yoshidaet al(Yoshida, Sugiura, Hirokawa, Yamada, 

Masuda, and Nakagawa 2008)やNanbaet al(NANBA, OKUDA, and OKUMURA 2007) 

の研究が挙げられる Yoshidaet alは，新聞記事に対して機械学習を利用して統計量名や

数値情報の抽出する研究を行っている Nanbaet alは，対象を新聞記事から blogに拡張し

て，動向情報抽出の研究を行っている．

可視化に関する研究として， Takamaet al(Takama 2007)や松下ら（松下光範加藤恒昭

2007)の研究が挙げられる高間らは，地震情報を日本地図や折れ線グラフなどの複数の可

視化表現を用いてユーザに提示する手法を研究している松下らは，統計DB等から得られ

る時系列数値情報と、それに関連する内容の一連のテキストを関連付けて視覚化し、ユー

ザの探索的データ分析を支援する可視化インタフェースについて研究している

:_ FF~ 大学大学院 L学研究科
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2.2 MuSTコーパス

MuSTでは，動向情報研究用のタグ付きコーパス(MuSTコーパス）を公開している.MuST 

コーパスは，毎日新聞電子化版(1998年， 1999年）の2年分から，パソコンの出荷状況や内

閣支持率など，あらかじめ設定された 27トピックに関する記事を抜き出し， XMLで定義

された動向情報を示す 13種類の要素に対して人手でタグを付与したテキストコーパスで

ある例として，トピック「パソコン」に関する MuSTコーパス記事を図2-1に示す．図

中，"<TEXT>・・ ・</TEXT>"に囲まれた箇所が記事である記事中では， <name>タグ

が付与される部分は統計量名， <date>タグが付与される部分は日付， <val>タグが付与さ

れる部分は統計量， <rel>タグが付与される部分は，統計量の値の差や比，順位等の相対値

に相当する

<?xml version=" 1.0" encoding="Shift_JIS"?> 

<DOC> 

<DOCN0>010803062</DOCN0> 

<SECTION>経済</SECTION>

<AE>有</AE>

<WORDS>623</WORDS> 

<HEADLINE><unit stat="国内出荷台数"><date gra=" 

四半期'abs="200106">4 ,..._, 6月期 </date>の<namepart="foot" >パソ

コン出荷</name>、伸び率＝急ブレーキー一 <namepart=" head" >「台数」

</name> <rel type=" other">頭打ち </rel></unit> </HEADL> 

<TEXT> 

<unit stat="国内出荷台数">電子情報技術産業協会 (JEITA)が2

日発表した <dategra="四半期'abs="200106">今年度第 1四半期 (4,..._, 

6月） </date>のパソコン出荷実績によると、 <name>国内向け出荷台数

</name>は<dategra="四半期'abs="200006">前年同期</date>比 <rel

type="prop" > 2 % </rel>増の <val>2 7 9万3000台 </val>と、こ

れまでの <reltype="prop" > 2ケタ </rel>増から一転、 <dategra="四半

期'abs="199809" > 9 8年7,..._, 9月 </date>以来 <durgra="年">約3年

</dur>ぶりに <reltype=" prop" > 1ケタ </rel>増にとどまった </unit>。

一般消費者向けが 10%も減少したことが響いた。

</TEXT> 

</DOC> 

『ヽ

図 2-1 MuSTコーパスの例

蘊
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第3章

動向情報と相対表現

本章では，本研究で扱う動向情報の基本要素について説明するさらに，相対表現と碁本

要素との関連について説明し，相対表現の種類について述べる

3.1 基本要素と相対表現

文書中から動向情報を適切に抽出するためには，その基本となる要素を定義しておく必

要がある本研究では， MuSTコーパスに従って基本要素を {name(統計量名）， par(パラ

メータ）， date(日付）， val(統計量）｝と定義し， 4つの要素をまとめて4つ組と呼ぶことに

する各要素は， MuSTコーパス中で， name,par, date, valタグが付与されている．

基本要素は，文書中に明示的に示されていない場合があるそのような場合の例として，

相対表現があげられる相対表現を抽出して他の情報と対応付けることができれば，文書中

に明示されていない情報を推論することができる

例えば，文書中に明示されている4つ組(explicitな4つ組）として

｛ビール出荷量，アサヒ， 2007年， 1億8824万ケース｝

が把握できているとする（図 1ー1).相対表現「前年比0.1%増」を利用すれば，

日付(date): 前年= 2007年ー 1年

= 2006年

統計量(val): 0.1% = 1億 8824万ケースII 1 1 + .....:... 
lOC: 

= 1億8800万ケース

という推論が可能であるその結果，新らたに

｛ビール出荷量アサヒ， 2006年， 1億8800万ケース｝

というテキスト中に明示されていない4つ組(implicitな4つ組）を獲得することができる

會

:_屯大学大学院 L学研究科
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3.2 相対表現の種類

今岡らは，相対表現の機能に基づいて分類を行った（今岡裕貴他 2006).彼らは，相対表現

には「日付を示す相対表現」と「統計量を示す相対表現」が存在すると報告している

以下，それぞれの相対表現の機能について説明する

3.2.1 日付を示す相対表現

新聞記事中に現れる日付は間接的に表現され，相対表現によって示される場合が多い図

3-1にその例を示すこの場合， 4つ組｛ビール出荷量，アサヒ， 2007年， 1億8824万ケース

｝が得られるさらに，相対表現「前年」によって，「日付(date):前年」の存在が予測でき

る得られた4つ組を用いて

日付(date): 前年= 2007年ー 1年

= 2006年

が推論できる

日付を示す相対表現は， 「今年」，「昨日」，「前年同月」，…などの形式で記述される

j 2007年のアサヒのビール出荷量は前年比0.1%増の1億8824万ケースとなった。 1

図3-1 日付と統計量の増減を表す相対表現の例
量
寄

3.2.2 統計量を示す相対表現

新聞記事に現れる統計量は，間接的に表現される場合が意外に多い．その多くは相対表現

によって示されている本論文では，このような，統計量を示す相対表現は，表現が指し示

す情報の種類によって， (1)数値の増減を表す相対表現と， (2)順位などの位置づけを表す相

対表現，の2種類に大別できる

(1)数値の増減を示す相対表現

相対表現には，時系列上，あるいは環境の変化に伴う統計量の増加・減少を示すものがあ

る図3-1にその例を示す．

例文 1では， 4つ組として｛ビール出荷量，アサヒ， 2007年， 1億8824万ケース｝が得ら

れるまた，「前年比0.1%増」という相対表現は，日付と統計量の増加を示すここから，

日付(date): 前年＝

統計量 (val):0.1% = 

2007年ー 1年

2006年

1億 8824万ケース
1 +脊

= 1億8800万ケース



3.2 相対表現の種類

，
 が推論され，｛ビール出荷量，アサヒ， 2006年， 1億8800万ケース｝が得られる

統計量の増減を示す相対表現は，「...年比～増」や「…に比べ～減」のような形式とな

り，時間表現を示す相対表現と複合して記述される場合が多い

(2)順位などの位置づけを示す相対表現

(1)に対して，同種の統計量の比較によって，その順位や相対的な位置づけを表す相対表

現がある図3-2にその例を示す

例文1では，｛ビール出荷量，</>,1999年6月， 4200万ケース｝が得られるここで，相対表

現「過去最高」は，関連付けられている統計量(4200万ケース）が，比較される同種の統計量

の中で最大であることを示すしたがって， 4つ組で関連付けられている「日付(date):1999

年6月」と比較し，これより過去の日付に関連付けられる統計量は「統計量 (val):4200万

ケース」以下であることが推測できる例文2では，相対表現「1位」， 「2位」が利用で

き，｛ビールのメーカー別シェア， A社， 12月， 42.8%},{ビールのメーカー別シェア， B社，

12月， 34.4%}が得られるここから，以下の関係が推論できる

A社の統計量(val)> B社の統計量(val)

位置づけを示す相対表現では，「最高」や「最低」や「…位」のような接辞を伴う場合

が多い

1. ビール出荷数量は4200万ケースとなり，過去最高となった

2. 12月のビールのメーカー別シェアではL笹A社(42.8%),~ 但B社(34.4%)
だった

図3-2 順位や位置づけを表す相対表現の例

己

~. 屯大学大学院 L学研究科
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第4章

相対表現を利用した動向情報抽出

本章では，相対表現を利用した動向情報抽出の基本的なモデルについて述べるなお，本

章で述べる抽出モデルは， 7章での実験におけるベースラインとなる本抽出モデルは入力

された統計量名（クエリ）と関連がある explicitな4つ組をMuSTコーパスと同様のタグが

付与されたタグ付き文書から抽出し，推論によってimplicitな4つ組を生成する本モデル

は，以下のような3つの処理からなる．

(1) explicitな4つ組抽出

(2) 4つ組の選択

(3) implicitな4つ組生成

各処理について説明する

皇
『

4.1 explicitな4つ組の抽出

explicitな4つ組抽出では，抽出パターンを用いて， 4つ組を構成する基本要素と相対表現

を抽出するさらに，補完規則によって抽出パターンでは抽出できなかった要素を補完し，

explicitな4つ組を抽出する．

4.1.1 基本要素抽出

抽出パターンを用いて， 4つ組を構成する基本要素と相対表現を抽出する抽出パターン

は，今岡ら（今岡裕貴他 2006)の手法に基づき MuSTコーパスにおける相対表現の出現パ

ターンを人手で分析し，抽象化することによって作成した図4-1に抽出パターンの例を

示す

本モデルはタグ付き文書を処理対象としているため，タグを手がかりとして， 4つ組の各

要素を特定することが可能となる
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Exl. 

<date>の<par>の<name>は<date>比<rel>増の <val>

Ex2. 

<name>は<date>比<rel>減の <val>

図4-1 抽出パターンの例

対象文書：
<date>2007年</date>の<par>アサヒ </par>の<name>ビール出荷量 </name>は
<date>前年</date>比<rel>0.1%</rel>増の<val>l億8824万ケース</val>となった。

介

抽出パターン：
<date>の<par>の<name>は<date>比<rel>増の <val>

explicitな4つ組：

.IJ, 
name= ビール出荷量
par= アサヒ
date= 2007年
val= 1億8824万ケース

.IJ, 

｛ビール出荷量，アサヒ，2007年，1億8824万ケース

図4-2 彗本要素の抽出

対象文書が入力されると，まず，文書中に抽出パターンに適合する箇所が存在するかどう

かを調べる規則に適合した場合，適合箇所のタグに相当する文字列が対応する要素として

抽出される図4-2の例では，対象文書は図4-1のExlに適合し， explicitな4つ組として

（ビール出荷量，アサヒ，2007年，1億8824万ケース）が得られる．

4.1.2 不足要素の補完

抽出パターンだけでは， 4つ組の構成要素抽出が不完全な場合があるため，不足要素の補

完処理を行う以下に，各要素における補完対象となる要素を示す．なお， val要素は補完

に曖昧性が生じ性能を下げる原因となるため抽出パターンのみで抽出を行い，補完を行わ

ない

name: 抽出パターンの適合箇所の前方，かつ，最近傍のname要素

:_ cf(大学大学院 l今．学研究科
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par: 抽出パターンの適合箇所の前方，かつ，同一文内のpar要素

同一文内でpar要素が無い場合， 4つ組はpar要素を持たないとする

date: 以下3つの条件を順に調べ，適合する date要素

(1)抽出パターンの適合箇所の前方，かつ，同一文内のdate要素

(2)記事の冒頭から最も早く出現する date要素

(3)記事IDの日付

例えば，図4-3の例文において抽出パターン「<name>は<date>比<rel>減の<val>」

が適合すると name要素として「パソコン出荷台数」， val要素として「1414万台」が獲得

されるしかし， par要素と date要素は抽出パターンでは抽出されないため，補完処理を行

うこの場合par要素は抽出パターンの適合箇所と同一文中に無いのでパラメータ無し(</>)

となる date要素は補完要素(2)である 2007年が補完されるその結果， 4つ組｛パソコン

出荷台数，</>,2007年， 1414万台｝が得られる

日 本 電 子 工 業 振

興協会は <date>9日</date>、<date>2007年 </date>のパソコン

国内実績を発表した。 <name>パソコン出荷台数</name>は<date>

前年</date>比<rel>1 %</rel>減の <val>1414万台</val>だった。

図4-3 不足要素の補完例

4.2 4つ組選択

4つ組選択では，抽出した4つ組から入力の統計量名（クエリ）と関連がある 4つ組を選

択する．クエリと 4つ組のname要素と par要素を用いて同一性を判定することにより選

択する選択手法は，以下のとおりである

step 1獲得された4つ組の集合から4つ組を取り出し， name要素およびpar要素を形態素

解析する名詞，未知語および接頭詞を抽出し，それぞれに対して形態素の系列N,P

を生成する

step 2系列Pを系列Nの先頭に結合し系列Qを生成する

step 3クエリと系列Qの表層情報を用いて同一性判定を行う同一性の判定基準はクエ

リと系列Qの関係に応じて二つの基準を設定した（図4-4).
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(a)クエリと系列Qの形態素数が等しい場合

クエリと系列Qが表層的に一致する場合，同一であると判定する

(b)系列Qがクエリから生成される suffix集合またはprefix集合のどれかの要素と

一致する場合

一致したsuffixまたはprefixをクエリから除いて，残った形態素列が抽出された

4つ組のname要素が存在する文中に出現する場合，同一であると判定する

step 4獲得した全ての4つ組に対して同様の処理を繰り返す．

4.3 implicitな4つ組の生成

本モジュールは相対表現に対応した推論規則（図4-5)を用いてimplicitな4つ組の生成

する推論規則は，予め人手によって作成した推論規則をexplicitな4つ組の要素に適用

し計算することによってimplicitな4つ組が生成される

例えば，図1のExlから以下の4つの基本要素が抽出され， explicitな4つ組が抽出され

たとする

namee叩＝ ビール出荷量

paな tp= アサヒ
dateeヰ= 2007年

valexp = l億8824万ケース
.u. 

｛ビール出荷量，アサヒ， 2007年，1億8824万ケース｝

この場合相対表現「前年比0.1%増」に対応した規則が選択され， datee叩と vale叩に適

用される以下のように計算を行い，implicitな4つ組が生成される

dateimp = 2007年ー 1年
= 2006年

valimp = 1億 8824万り1ース
1 +面

= 1億8800万ケース
.u. 

｛ビール出荷量，アサヒ， 2006年， 1億8800万ケース｝

三重大学大学院 工学研究科



4.3 implicitな4つ組の生成

(a)クエリと系列Qの形態素数が等しい場合

クエリ 統計量名

パソコン国内出荷台数1 9 パソコン国内出荷台数
統計量名

パソコン国内出荷数

15 

(b)系列Qがクエリから生成されるsuffix集合またはprefix集合のどれかの
要素と一致する場合

クエリ

二 了 I

写

統計量名

国内出荷台数

差分が統計量名が存在する
文中に出現するかチェック

日本電子工業振興協会が9日
発表した1999年度のハソコン
出荷実績によると、国内出荷台

図 4-4 4つ組選択の関連性判定の例
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図4-5 推論規則の例
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4.4 4つ組選択における課題

4.2で述べた4つ組選択手法は，クエリと 4つ組のname要素と par要素から生成される

文字列との単純な表層的比較を行うしかし，文書中では，同じ意味を表すname要素でも

様々な表記で現れる場合がある上記手法の単純な比較では，同じ文字列のみを関連がある

と判定するため，このような表記が異なる文字列の関連性は判定できないため， 4つ組の

抽出漏れが生じると考えられる

例えば， 「パソコン国内出荷台数」は「パソコン国内出荷数」， 「パーソナルコンピュー

タの国内出荷台数」， 「国内パソコン出荷台数」などのように複数の表記が存在するクエ

リが「パソコン国内出荷台数」の場合は，「パソコン国内出荷台数Jのみを関連があると判

定し，「パソコン国内出荷数」，「国内パソコン出荷台数」は関連がないと判定してしまう

以降これらの課題を解決する二つの選択手法をそれぞれ5章および6章で述べる
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第5章

4つ組選択手法1

本章では， 4.4で述べた 4つ組選択における課題を解決する第一の手法について述べる

具体的には，表記は異なるが同じ意味である「パソコン国内出荷台数」，「パソコン国内出

荷数」，「パーソナルコンピュータの国内出荷台数」の関連性を判定する必要がある関連

する 4つ組を選択するためには， name要素およびクエリの構成要素を検証する

提案手法では， name要素およびクエリは headwordとspecifierで構成されると仮定す

る.headwordとは，「パソコン国内出荷台数」における「国内出荷台数」のような主辞を，

specifierとは「パソコン」のようなheadwordを修飾する部分を意味する

構成要素の検証のためには，以下のような 3つの処理が適用される

(1) suffix集合の生成

(2)構成要素の分割

(3)構成要素の検証

構成要素の検証が成功すれば， name要素はクエリと関連があるとする．そして，関連があ

るname要素を持つ4つ組を選択する．

表 5-1 name要素またはクエリの構成要素の例

name element specifier headword 

パソコン出荷台数 パソコン 出荷台数

ビール出荷数量 ビール 出荷数量

政党支持率 ｀ 政党 支持率

構成要素を検証するために， EDR電子化辞書1,headword辞書および関連語辞書を用い

る.headword辞書および関連語辞書は人手で構築された知識ベースである.headword辞

1http://www.jsa.eo.jp/EDR/index.html? 

こ軍大学大学院 [学研究科
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書は headwordを検証するために使用し， 142語のheadwordが登録されている関連語辞

書はspecifierを検証するために使用し， 54組の関係が登録されている以下，それぞれの処

理について述べる

5.1 suffix集合の生成：

クエリと name要素に対して，それぞれsuffix集合を生成するまず，クエリを形態素解

析し，助詞を取り除き，形態素の系列を作成する形態素の系列の各形態素から形態素の系

列の末尾までの形態素の系列 (suffix)の集合を生成する name要素に対しても，同様の処

理を行う例えば，「パソコンの出荷台数」からは｛台数，出荷台数，パソコン出荷台数｝の

ようなsnffix集合が牛成される（図5-1).

Ex7. 

パソコンの出荷台数

⇒ パソコン ／ 出荷 ／ 台数
⇒ suffix: {台数，出荷台数，パソコン出荷台数｝

図5-1 suffix集合の生成の例

5.2 構成要素の分割：

クエリおよびname要素をheadwordとspecifierに分割する

まず，クエリに対して以下のようなステップが適用される

step 1: 各suffixをheadword辞書のエントリと比較する

step 2: エントリと一致した場合，一致したsuffixがheadwordと認識される残りの部分

がspecifierとして認識される

step 3: 全ての suffixが辞書のエントリと一致しなければ，処理を終了する

name要素に対しても同様のステップを適用する name要素がheadwordだけで構成され

ている場合， par要素をspecifierとする

例えば， Iパソコンの出荷台数Jは f出荷台数(headword)jと Iパソコン(specifier)Iに

分割される（図 5-2)



5.3 構成要素の検証：

Ex8. 

headword db:{出荷数量，出荷台数，支持率，．．．｝

suffix: {台数，出荷台数，パソコン出荷台数｝

suffix head word辞書

台数 ⇒ “出荷数璽": miss 
台数 ⇒ “支持率": miss 

出荷台数 ⇒ “出荷台数": match 
-lJ, 

headword: {出荷台数(shipmentvolume)} 

specifier: {パソコン(PC)}

図5-2 構成要素の分割の例

5.3 構成要素の検証：

21 

headwordとspecifierの関連性をそれぞれ検証する Thename element that p邸 sedboth 

checks is determined to relate to the query word. 両検証を通ったname要素をクエリと

関連があるとする

(1) headwordの検証：

step 1: クエリと name要素のheadwordのIDをheadword辞書から取得し， IDを比較

する

step 2: IDが同じであれば，次のステップヘ進み，同じでなければ処理を終了する

(2) specifierの検証：

step 3: クエリと name要素のspecifierのIDをEDR辞書から取得するまた， name要素

の上位概念のIDをEDR辞書から取得する

step 4: 以下のような場合， name要素のspecifierはクエリのspecifireと関連があるとし，

処理を終了する

(a)両specifierのIDが一致する場合(Ex9).

(b)クエリのspecifireのIDがname要素の上位概念のIDと一致する場合(ExlO).

step 5: 上記の判定に失敗した場合，次のステップヘ進む

:_重大学大学院 ['学研究科
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step 6: クエリと name要素のspecifierのIDを関連語辞書から取得するまた， naine要

素の関連概念の IDをEDR辞書から取得する

step 7: 以下のような場合， name要素のspecifierはクエリのspecifireと関連があるとし，

処理を終了する

(a)両specifierのIDが一致する場合 (Exll).

(b)クエリのspecifireのIDがname要素の関連概念のIDと一致する場合 (Ex12).

Ex9. 
query: パソコン出荷台数

rL', {. ,ヽ,,/-,'.,, ノ ---r----',.V~,--.し{!VウIウI+.L」l 

name: パーソナルコンピュータの出荷台数

［パーソナルコンピュータ ⇒3c677f) 
ExlO. 
query: 政党支持率

［政党⇒Of95e0] 
name: 支持率

par: 自民党

［自民党⇒lf7f26⇒ Of95e0) 
Exll. 
query: デジタルカメラ出荷台数

［デジタルカメラ⇒l] 
name: デジカメの出荷台数

［デジカメ ⇒l] 
Ex12. 
query: パソコンの出荷台数

［パソコン⇒副
name: 出荷台数

par: NEC[NEC⇒ 74⇒測

図 5-3 specifierの検証の例
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Ex13. 
query: パソコン出荷台数

name: 出荷台数

sentence: パソコン出荷金額は前年比1.9%減の 1兆7360億円で，

出荷台数は同4.2%増の 1249万台となった

図5-4 文内共起に基づいたspecifierの検証の例

name要素がheadwordのみで構成されている場合，かつ， 4つ組を構成するpar要素が無

い場合，文内共起に基づいてspecifireを検証する val要素と相対表現が抽出された文中の

抽出規則が適合した箇所より前方に対して，クエリのspecifierと同じ文字列を探す．発見

できれば， name要素をクエリと関連があるとする例えば，クエリのspecifier「パソコン」

は， val要素「1249万台」が抽出された文中に存在するので， name要素はクエリと関連が

あるとする（図5-4).

ー^：'.ff(大学大学院 [学研究科
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第6章

4つ組選択手法2

本章では， 4.4節で述べた4つ組選択における課題を解決する第二の手法について述べる

本手法は，クエリの全ての組合せを生成することにより，「パソコン国内出荷台数」と「国

内パソコン出荷台数」のような構成する単語の順序が異なる場合でも関連があると判定

することができる本手法では，まず， explicitな4つ組抽出の前処理として，クエリの解析

とそれに基づき関連文書検索を行う本手法を1章の動向情報抽出に適用する場合，処理の

流れは以下のようになる

(1)クエリ解析・文書検索

(2) explicitな4つ組の抽出

(3) 4つ組の選択

(4) implicitな4つ組の生成

以下，クエリ解析・文書検索と 4つ組選択について述べる

6.1 クエリ解析・文書検索

クエリ解析・文書検索では，入力されたクエリを解析し，クエリと関連した文書を検索す

るここで，「パソコン国内出荷台数」における「出荷台数」のような主辞をheadword,「パ

ソコン国内lのようなheadwordを修飾する部分をspecifierと呼ぶことにする.headword 

には「出荷台数」や「出荷数」のように異表記があるより多くのクエリと関連がある 4つ

組を抽出するためにに headwordの言い替え表現を用いる

あらかじめ lVIuSTコーパスから人手でheadwor<lを収集し,hea<l wor<l辞書を構築して用

いた図 6-1にクエリ解析・文書検索の概要をポす

以ド処理の流れについて説明する
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step 1 headword辞書を参照し，適合したheadwordをクエリのheadwordと置き換え，新

たなクエリを作成する

step 2各クエリそれぞれに対して，形態素解析1 を行い，名詞・未知語・接頭詞を抽出し，

クエリリストに登録する

step 3各クエリに対して全ての組合せの形態素の系列を作成する

step 4対象タグつき文書に対して作成した形態素の系列中の形態素でAND検索を行う

step 5文書を獲得できた形態素の系列をクエリリストに登録する

steplから step3の処理は，クエリのバリエーションを増やすため，関連したより多くの4

つ組を選択することができる

例えば，クエリが「パソコン国内出荷台数」である場合，新たに「国内パソコン出荷台数」

や「パソコン国内出荷数」などバリエーションが生成され，それぞれに関して4つ組が選択

できる

6.2 4つ組の選択

4つ組の選択には6.1節のクエリ解析で獲得したクエリリストの各エントリと4つ組を構

成する name要素，par要素を用いる以下，選択方法について詳述する

step 1獲得された4つ組の集合から4つ組を取り出し， name要素およびpar要素を形態素

解析する名詞，未知語および接頭詞を抽出し，それぞれに対して形態素の系列N,P

を生成する

step 2系列Pを系列Nの先頭に結合し系列Qを生成する

step 3リストからエントリ（形態素数Aの系列q)を取り出し，系列Q(形態素数B)と要

素の表層情報を用いて関連性を判定する判定は系列qと系列Qの形態素数によって

判定基準が異なる

(1)形態素数A::; 形態素数Bの場合

系列Aの全ての形態素が系列Bの形態素と一致する

(2)形態素数A>形態素数Bの場合

1形態素解析器 ChaSenver.2.3.3. http://chasen-legacy.sourceforge.jp/ 

:• 項大学大学院 ［学研究科



6.2 4つ組の選択

クエリ ー------------

二 Eit詈＇生：ご言成し，;::三三：
- -Headword辞書 形態素解析，，い，

名詞・未知語 頭詞を抽出

~ パソコン／国内／出荷／台数

国内／パソコン／出荷／数

パソコン／国内／出荷／実績 パソコン／国内／出荷／台数
国内／パソコン／出荷／台数

全ての組合せの形態素系列を作成
パソコン／国内／出荷／数

パソコン／国内／出荷／数 く□ 1 パソコン／国内／出荷／実績
出荷／国内／パソコン／実績

台数／国内／パソコン／出荷

ヒットした形態素の
系列をクエリリスト

戸

IJ 

Iパ‘ノコン国内出荷実績

に登録 クエリリスト

図6-1 クエリ解析・文書検索の概要

27 

ー系列Qが系列 qのすべての形態素から末尾までの形態素の系列ふのいずれ

かに一致する，かつ，系列qと系列 Qiの差分の形態素の系列がname要素の

抽出文中または，その一つ前の文中に存在する

ー系列Qが系列qのすべての形態素から先頭までの形態素の系列nのいずれ
かに一致する，かつ，系列qと系列 Qiの差分の形態素の系列がname要素の

抽出文中または，その前方で最も近いname要素が出現する文中に存在する

step 4関連がないと判定された場合， step3に戻る

step 5全ての4つ組に対して同様の処理を繰り返す．
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第7章

実験と評価

本章では，前章までに述べた二つの提案手法の有効性を検証するために評価実験を行っ

た本章では， 5章と 6章で述べた4つ組選択手法を実装し，それぞれの手法を4章で述べ

た相対表現を利用した動向情報抽出に適用しシステムを構築したそれぞれのシステムの

有効性を検証するためにベースラインシステムとの比較実験を行ったベースラインシス

テムは， 4章で述べた相対表現を利用した動向情報抽出手法を実装したシステムを用いた．

7.1 実験

実験環境について述べる．

入カデータとして， NTCIRMuST T2N subtask(Kato and Matsushita 2008)で用いら

れたクエリ (19個）を用いたさらに， 2006年度のMuSTコーパス中での相対表現の出現

頻度が多いトピックから，クエリ (8個）を選び合計27個のクエリを用いたまた，上記タス

クで用いた 1998年,,....,,2001年のXMLタグ付き毎日新聞100記事(MuSTコーパス）を使用

したさらに，毎日新聞(2000年から 2003年）の43記事を使用した追加の43記事に対し

ては人手でMuSTコーパスと同様のタグを付与した．

実験では，以下の3つのシステムを用いた

baseline: 4章で述べた相対表現を利用した動向情報抽出手法を実装したシステム．本実験

でのベースラインとなる

systeml: baselineの4つ細選択手法を5章で述べた手法に変更して実装したシステム．

system2: baselineの4つ細選択手法を6章で述べた手法に変更して実装したシステム．た

だし，関連性の判定条件を完全一致のみではなく，表層的な包含関係を含めた場合．

system3: baselineの4つ細題択手法を6章で述べた手法に変更して実装したシステム．た

だし，関連性の判定条件を完全一致のみの場合．

：碩大学大学院 T. 学研究科
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実験の手順は，以下のとおりである

(1)クエリを一つ選択する

(2)選択したクエリに関する 4つ組を含む記事を入カデータのタグ付き新聞記事 143記

事から人手によって抽出する

(3)クエリと (2)で抽出した記事をシステムに与え，クエリと関連する 4つ組が正しく抽

出されたかを評価する

(4)すべてにクエリ (27個）について同様の手順を繰り返す．

3つのシステムは，相対表現に関連した4つ組のみを抽出するので，相対表現に関連した4

つ組のみを評価対象としたまた，本実験ではexplicitな4つ組のみを評価対象とした評

価値として適合率，再現率， F値の 3つの尺度を用いたそれぞれの評価値の定義を以下示

すなお， F値の aは，適合率と再現率のどちらを重要とするか度合を表すのパラメータで

ある本実験では，適合率，再現率の両者を重要とするので， a= 0.5とした

適合率

再現率

F値

＝ システムが抽出した正しい相対表現に関連する 4つ組の数

＝シスシテ芯醤信曹誓贋叫翡悶盟‘贔む-¥1叫篇数の数
テストデータ中の相対表現に関連する 4つ組の数
1 

a叩 +(1-a)暇罪

評価は lVIuSTT2N subtaskで配布された正解データを使用して評価を行った追加の 43

記事については， lVIuSTT2N subt邸 Kの正解データに従って，正解データを人手で作成し，

評価を行った

表 7-1 有効性の評価

baseline systeml system2 system3 

適合率
マイクロ平均 0.857(66/77) 0.677(84/124) 0.615(91/148) 0.848(84/99) 

マクロ平均 0.531 0.542 0.523 0.638 

再現率
マイクロ平均 0.288(66/229) 0.367(84/229) 0.397(91/229) 0.367(84/229) 

マクロ平均 0.214 0.294 0.315 0.287 

F値
マイクロ平均 0.431 0.476 0.483 0.512 

マクロ平均 0.285 0.360 0.367 0.379 

表7-1に評価結果を示す. baselineはマイクロ平均で適合率 0.857り再現率 0.288、F値

0.131 となったマクロ平均では適合率 0.5~31, 再現率0.214,F値0.285となった.system 1 

はマイクロ平均て適合率 O.G77.再現率o.:3G7.卜値0.176となった マクロ平均では．適合
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率0.542,再現率0.294,F値0.360となった.system2はマイクロ平均で適合率0.615,再現

率0.397,F値0.483となった．マクロ平均では，適合率0.523,再現率0.315,F値0.367と

なった.system3はマイクロ平均で適合率0.848,再現率0.367,F値0.512となったマク

口平均では，適合率0.638,再現率0.287,F値0.379となった

7.2 考察

評価結果について考察する.systernlはマイクロ平均で再現率では0.367とbaselineを上

回ったこのことは， headwordとspecifierを拡張することでより多くの4つ組を抽出でき

たことを示しているしかし，適合率で0.677とbaselineを下回ったこの原因としては， 4

つ組選択手法において，統計量名とクエリが一致した場合，パラメータを考慮していないこ

とが考えられる例えば，クエリ「発泡酒の出荷数量」に対して，「オリオンビールの発泡

酒の出荷数量」に関する4つ組を抽出してしまった本実験での，評価基準はMuSTT2N 

subtaskに基づいている上記の例の場合， MuSTT2N subtaskでは，メーカ別でなく業界

全体の発泡酒の出荷数量に関する 4つ組のみを正解としているので，ノイズとなってしま

い，適合率が低下した

systern2およびsystern3はマイクロ平均で再現率では 0.397,0.367とbaselineを上回っ

たこのことは， headwordの言い替えを利用したことと組合せを生成したことが効果的に

働いたと言える．再現率に関しては， systern2の方がsystern3よりも高い値となったこれ

は，system2は関連性の判定基準において，クエリと完全一致ではなく，表層的に包含関係に

あるという基準に設定したためと考えられる実際に， systern3では適切に判定できなかっ

たがsystern2では判定できた例としては，クエリ「新設住宅着工戸数」に対して，「新設住

宅着工の総戸数」が挙げられるこの二つの文字列を比較すると，クエリの形態素系列の全

ての形態素が「新設住宅着工の総戸数」という形態素系列の形態素と一致するため，表層

的な包含関係にあり， systern2では関連性有りと適切な判定ができたしかし， systern3で

は，完全一致では無いため関連性無しと誤った判定をしてしまった

適合率に関しては，マイクロ平均でsystern2は0.615,systern3は0.848とsystern3の方

が高い値となったこれは， systern2では，関連性判定の基準を表層的な包含関係にあると

いう基準に設定したことが挙げられる不正解例としては，クエリ「受験率」に対して「公

民の受験率」を関連性ありと判定した例が挙げられる本実験での評価基準である MuST

T2N subtaskでは，クエリ「受験率」に対してはセンター試験の全体の受験率のみを正解

としており，科目別の受験率などは正解には含まれていなかったため，上記の例は不正解と

なり，適合率の低下の原因となったと考えられるしかし，上記の例は必ずしも不正解とは

言い切れないなぜなら，ユーザの意図やニーズによっては科目別の受験率なども必要な情

：．屯大学大学院 「．学研究科
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報となりうることがあると考えられるからである

3システムのうち F値ではsystem2が0.512と最も高かった.system2のマイクロ平均と

マクロ平均を比較すると，適合率，再現率， F値の全てにおいて開きが生じているこれは，

システムの性能に偏りがあることが示唆される再現率は 0.367となったこれは，システ

ムは 4つ組を十分抽出しきれていないことがわかる表7-2にsystem2における正解を抽

出できなかった原因の内訳を示す以ド，各原因について考察する

表 7-2 正解を抽出できなかった原因の内訳

検索ミス Iパターンマッチ I不足要素補完 I同一性判定 I合計
25(18%) 1 41(28%) 1 29(20%) I 50(34%) I 145 

検索ミスについて考察するシステムは碁本的にはクエリを構成する形態素（名詞・未知

語・接頭詞）の単純な AND検索を行っているしたがって，正解を含むにもかかわらず，ク

エリを構成する全ての形態素が含まれないため，検索することができない文書があった例

えば，クエリが「携帯電話と PHSの合計加入台数」のような場合，文書中で4つ組を構成

する name要素が「携帯電話と PHSの加入台数」のように表現されており， 「合計」とい

う形態素が文書中に存在しなかったことから，正解を含む文書を検索できないことがあっ

たこれに対応するには，検索語を削除するなどして検索条件を緩めて再検索することが考

えられるそのような場合削除する形態素や検索を繰り返す条件などを考慮する必要があ

るなぜなら，関係のない文書を検索する恐れが生じ，処理効率が悪くなると考えられるか

らである効率よく正解を含む文書を検索するためには，クエリを構成するそれぞれの形態

素に対して tf・idfのような頻度に基づいた重みをつけ，重みに応じて削除する形態素の優

先度を決定することが考えられる検索に失敗した他の例として，クエリが「デジタルカメ

ラ国内出荷台数」のような場合，文書中では「デジカメ国内出荷台数」のように「デジタル

カメラ」が「デジカメ」のように言い替えられて表現されていたため，検索に失敗したこ

れに対応するには， 5で述べたspecifier拡張手法のように， specifierの言い替え表現を利用

することで対応可能であると考えられる

パターンマッチについて考察する要因の一つは，パターンが不足していたことが挙げ

られる 「センター試験」トピックでは， 「<name>は<date>より <rel>多い <val>」

のようなパターンが不足していた 「センター試験」トピックはパターンの作成に用いた

lVluSTコーパス中には無いトピックであったことから， IVluSTコーパスの網羅性が十分で

ないことが示唆されるまた現在は人手での作成となっているため，多くのパターンを作

るにはコストが掛かると考えられるパダンの目動作成または自動で拡張するなどの対
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策が今後の課題として挙げられる

不足要素の補完について考察する不足要素の補完の失敗で顕著に見られたのは， date要

素の補完であったクエリ「内閣支持率」や「自民党支持率」の「政治動向」トピックでは，

基本要素の抽出においてパターンが不足していたことから，補完の失敗に継った例えば，

「<date>昨年 12月</date>の<date>前回 </date>面接調査に比べ<rel>9ポイン

ト</rel>増」のような相対表現を誤って「<date>前回 </date>面接調査に比べ<rel>

9ポイント </rel>増」と認識してしまったことから，「<date>昨年12月</date>」が

補完対象の候補となって，誤って補完された．

4つ組選択における同一性判定について考察する同一性の判定誤りの原因は，記事中で

しばしば出現する「出荷台数」のようなspecifierが省略された表現や「携帯電話」のよう

なheadwordが省略された表現に対応しきれなかったことが挙げられるこのような場合，

システムは，クエリと name要素の差分の形態素が4つ組のname要素が存在する文，また

は，そのname要素の一つ前のname要素が出現する文中に出現すれば同一と判定してい

た対象範囲を広げることで，正解数は増えると予想されるが，同時に判定の誤る回数も増

えるため，最善の策とは言いがたい適切な判定を行うには，省略されている形態素を補完

して，完全な統計量名を生成することが考えられるこれには，森らの機械学習を用いた統

計量名抽出手法（森辰則，藤岡篤史，村田一郎 2008)(森辰則上野史紀 2008)が応用できる

と考えられる

~ 屯大学大学院 R学研究科





35 

第8章

論士口系

本論文では，新聞記事からの動向情報抽出を目的として， 2種類の4つ組選択手法を提案

し，それぞれを組み込んだ相対表現を利用した動向情報抽出手法を提案した第一の4つ組

選択手法は， 4つ組の選択において電子化辞書と人手で作成した同義語辞書および関連語辞

書を用いて選択するという特徴がある第二の4つ組選択手法は， 4つ組の選択において入

力となる統計量名（クエリ）に対して，全ての形態素の組合せを作成し，さらに同義語辞書を

用いてクエリのバリエーションを増やして選択するという特徴がある

新聞記事を用いて評価実験したところ，第一の 4つ組選択手法を組み込んだ手法はマイ

クロ平均で適合率0.677,再現率0.367,F値0.476という性能が得られた．第二の4つ組選

択手法を組み込んだ手法は関連性判定を表層的な包含関係とした場合，マイクロ平均で適

合率0.615,再現率0.397,F値0.483という性能が得られた関連性判定を完全一致とした

場合，マイクロ平均で適合率0.848,再現率0.367,F値0.512という性能が得られた．この

ことから，提案する相対表現に基づいた動向情報抽出の有効性が明らかとなった

今後の課題としては，タグ無しの文書に対応することが挙げられる本手法は，文書タグ

付き文書を前提としているため，処理が可能となる文書が限られてしまうからであるタグ

無しの文書に対応するための一つの方法として，固有表現抽出器（渡辺一郎，桝井文人，福

本淳ー 2004)に本手法を実装することが考えられる
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AppendixA 

実験結果の詳細

表A-1にテストデータにおける各クエリ毎の正解の4つ組の数を示す.baseline(表A-2)

system!(表A-3),system2(表A-4),system3(表A-5)の実験結果の詳細を示す
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表A-1 テストデータ中の正解の4つ組数

4つ組数

レギュラーガソリンの全国平均店頭価格 6 

ドバイ原油価格 5 

周辺機器を含むパソコン国内出荷金額 4 

パソコン国内出荷台数 18 

携帯電話の加入者数 ， 
PHSの加入台数 6 

携帯電話と PHSの合計加入台数 4 

内閣支持率 10 

内閣不支持率 11 

自民党政党支持率 ， 
民主党政党支持率 8 

鉱工業生産指数 24 

鉱工業出荷指数 ， 
鉱工業在庫指数 10 

デジカメの国内出荷台数 8 

デジカメの国内出荷額 4 

志願者数 12 

志願倍率 6 

受験率 4 

ビール•発泡酒の出荷数量合計 6 

ビール•発泡酒総市場における発泡酒の割合 4 

ビールの出荷数量 8 

発泡酒の出荷数量 8 

サラリーマン世帯の消費支出 7 

全世帯の消費支出 4 

新設住宅着工戸数 13 

日経平均株価 12 

合計 I 229 

-:_ .ifl: 大学大学院 [学研究科
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表 A-2 b邸 elineの結果

抽出数 正解数 適合率 再現率 F値

レギュラーガソリンの全国平均店頭価格

゜゜
0.000 0.000 0.000 

ドバイ原油価格 1 1 1.000 0.200 0.333 

周辺機器を含むパソコン国内出荷金額

゜゜
0.000 0.000 0.000 

パソコン国内出荷台数 3 3 1.000 0.167 0.286 

携帯電話の加入者数

゜゜
0.000 0.000 0.000 

PHSの加入台数

゜゜
0.000 0.000 0.000 

携帯電話と PHSの合計加入台数

゜゜
0.000 0.000 0.000 

内閣支持率 3 2 0.667 0.200 0.308 

内閣不支持率

゜゜
0.000 0.000 0.000 

自民党政党支持率 7 3 0.429 0.333 0.375 

民主党政党支持率 7 3 0.429 0.375 0.400 

鉱工業生産指数 20 20 1.000 0.833 〇.909

鉱工業出荷指数 5 5 1.000 0.556 0.714 

鉱工業在庫指数 2 2 1.000 0.200 0.333 

デジカメの国内出荷台数

゜゜
0.000 0.000 0.000 

デジカメの国内出荷額

゜゜
0.000 0.000 0.000 

志願者数 1 1 1.000 0.083 0.154 

志願倍率 2 2 1.000 0.333 0.500 

受験率

゜゜
0.000 0.000 0.000 

ビール• 発泡酒の出荷数置合計

゜゜
0.000 0.000 0.000 

ビール・発泡酒総市場における発泡酒の割合

゜゜
0.000 0.000 0.000 

ビールの出荷数量 2 2 1.000 0.250 0.400 

発泡酒の出荷数量 3 3 1.000 0.375 0.545 

サラリーマン世帯の消費支出 3 3 1.000 0.429 0.600 

全世帯の消費支出 1 1 1.000 0.250 0.400 

新設住宅着工戸数 7 7 1.000 0.538 0.700 

日経平均株価 10 8 0.800 0.667 0.727 

マイクロ平均 77 66 0.857 0.288 0.431 

マクロ平均 0.531 0.214 0.285 
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表A-3 systemlの結果

抽出数 正解数 適合率 再現率 F値

レギュラーガソリンの全国平均店頭価格

゜゜
0.000 0.000 0.000 

ドバイ原油価格

゜゜
0.000 0.000 0.000 

周辺機器を含むパソコン国内出荷金額

゜゜
0.000 0.000 0.000 

パソコン国内出荷台数 7 6 0.857 0.333 0.480 

携帯電話の加入者数 4 4 1.000 0.444 0.615 

PHSの加入台数 2 2 1.000 0.333 0.500 

携帯電話と PHSの合計加入台数

゜゜
0.000 0.000 0.000 

内閣支持率 10 3 0.300 0.300 0.300 

内閣不支持率

゜゜
0.000 0.000 0.000 

自民党政党支持率 8 3 0.375 0.333 0.353 

民主党政党支持率 8 3 0.375 0.375 0.375 

鉱工業生産指数 20 20 1.000 0.833 0.909 

鉱工業出荷指数 5 5 1.000 0.556 0.714 

鉱工業在庫指数 2 2 1.000 0.200 0.333 

デジカメの国内出荷台数 3 2 0.667 0.250 0.364 

デジカメの国内出荷額 3 1 0.333 0.250 0.286 

志願者数 6 5 0.833 0.417 0.556 

志願倍率 5 4 0.800 0.667 0.727 

受験率 2 1 0.500 0.250 0.333 

ビール•発泡酒の出荷数量合計

゜゜
0.000 0.000 0.000 

ビール•発泡酒総市場における発泡酒の割合

゜゜
0.000 0.000 0.000 

ビールの出荷数量 2 2 1.000 0.250 0.400 

発泡酒の出荷数量 3 2 0.667 0.250 0.364 

サラリーマン世帯の消費支出 4 3 0.750 0.429 0.545 

全世帯の消費支出 1 1 1.000 0.250 0.400 

新設住宅着工戸数 19 7 0.368 0.538 0.438 

日経平均株価 10 8 0.800 0.667 0.727 

マイクロ平均 124 84 0.677 0.367 0.476 

マクロ平均 0.542 0.294 0.360 

-~ 碩大学大学院 T学研究科
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表A-4 system2の結果

抽出数 正解数 適合率 再現率 F値

レギュラーガソリンの全国平均店頭価格

゜゜
0.000 0.000 0.000 

ドバイ原油価格 1 1 1.000 0.200 0.333 

周辺機器を含むパソコン国内出荷金額

゜゜
0.000 0.000 0.000 

パソコン国内出荷台数 10 10 1.000 0.556 0.714 

携帯電話の加入者数 7 6 0.857 0.667 0.750 

PHSの加入台数 4 3 0.750 0.500 0.600 

携帯電話と PHSの合計加入台数

゜゜
0.000 0.000 0.000 

内閣支持率 10 3 0.300 0.300 0.300 

内閣不支持率 6 2 0.333 0.182 0.235 

自民党政党支持率 8 3 0.375 0.333 0.353 

民主党政党支持率 8 3 0.375 0.375 0.375 

鉱工業生産指数 20 20 1.000 0.833 0.909 

鉱工業出荷指数 5 5 1.000 0.556 0.714 

鉱工業在庫指数 2 2 1.000 0.200 0.333 

デジカメの国内出荷台数

゜゜
0.000 0.000 0.000 

デジカメの国内出荷額 1 1 1.000 0.250 0.400 

志願者数 4 3 0.750 0.250 0.375 

志願倍率 6 2 0.333 0.333 0.333 

受験率 3 1 0.333 0.250 0.286 

ビール•発泡酒の出荷数量合計

゜゜
0.000 0.000 0.000 

ビール・発泡酒総市場における発泡酒の割合

゜゜
0.000 0.000 0.000 

ビールの出荷数量 6 3 0.500 0.375 0.429 

発泡酒の出荷数量 6 3 0.500 0.375 0.429 

サラリーマン世帯の消費支出 5 3 0.600 0.429 0.500 

全世帯の消費支出 1 1 1.000 0.250 0.400 

新設住宅着工戸数 25 8 0.320 0.615 0.421 

日経平均株価 10 8 0.800 0.667 0.727 

マイクロ平均 148 91 0.615 0.397 0.483 

マクロ平均 0.523 0.315 0.367 
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表A-5 system3の結果

抽出数 正解数 適合率 再現率 F値

レギュラーガソリンの全国平均店頭価格

゜゜
0.000 0.000 0.000 

ドバイ原油価格 1 1 1.000 0.200 0.333 

周辺機器を含むパソコン国内出荷金額

゜゜
0.000 0.000 0.000 

パソコン国内出荷台数 8 8 1.000 0.444 0.615 

携帯電話の加入者数 5 5 0.000 0.556 0.000 

PHSの加入台数 3 3 0.000 0.500 0.000 

携帯電話と PHSの合計加入台数

゜゜
0.000 0.000 0.000 

内閣支持率 3 2 0.667 0.200 0.308 

内閣不支持率 2 

゜
0.000 0.000 0.000 

自民党政党支持率 8 3 0.375 0.333 0.353 

民主党政党支持率 8 3 0.375 0.375 0.375 

鉱工業生産指数 20 20 1.000 0.833 0.909 

鉱工業出荷指数 5 5 1.000 0.556 0.714 

鉱工業在庫指数 2 2 1.000 0.200 0.333 

デジカメの国内出荷台数

゜゜
0.000 0.000 0.000 

デジカメの国内出荷額 1 1 0.000 0.250 0.000 

志願者数 4 4 1.000 0.333 0.500 

志願倍率 2 2 1.000 0.333 0.500 

受験率

゜゜
0.000 0.000 0.000 

ビール•発泡酒の出荷数量合計

゜゜
0.000 0.000 0.000 

ビール•発泡酒総市場における発泡酒の割合

゜゜
0.000 0.000 0.000 

ビールの出荷数量 3 3 1.000 0.375 0.545 

発泡酒の出荷数量 3 3 1.000 0.375 0.545 

サラリーマン世帯の消費支出 3 3 1.000 0.429 0.600 

全世帯の消費支出 1 1 1.000 0.250 0.400 

新設住宅着工戸数 7 7 1.000 0.538 0.700 

日経平均株価 10 8 0.800 0.667 0.727 

マイクロ平均 99 84 0.848 0.367 0.512 

マクロ平均 0.527 0.287 0.313 

_:_rf(大学大学院 r. 学研究科
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AppendixB 

書き換え知識変換モジュール

書き換え知識変換モジュールは図B-3に示す構文図式に従って書かれた書き換え知識を

正規表現を用いた perlプログラムに変換するモジュールである図 B-1に書き換え知識変

換モジュールの入力と出力の例を示す書き換え知識は書き換え規則と展開規則の集合か

ら構成される

書き換え規則とは，図 B-1の(a)のような形式をする． 「＝＝＞」の左右にパタンが記述

されるこれ以下，「＝＝＞」の左の文字列を左辺，右の文字列を右辺と呼ぶこととする書

き換え規則は，左辺とマッチする文字列があれば，右辺のように書き換えるということを指

定する

書き換え規則の左辺は以下の要素が並んだ文字列である

<¥tag> <tag> ... </tag>のようなtagというタグで囲まれた部分（以

<¥ tag attr=val> 

<¥ tag attr!=val> 

''で囲まれた文字列

それ以外の全角文字列

(...) 

（．十？）

(~*.) 

降タグ要素と呼ぶ）の略記．

tagというタグ要素で，かつ， attr属性の値がvalであるもの

を示す valの位置に＊があった場合 (attr=*の場合），任意の

attr属性の値が存在していることを指定する valは， Xl¥lILの

仕様に沿って，""で囲まれた文字列とする

tagというタグ要素で，かつ， attr属性の値がvalでないもの

を示す valの位置に＊があった場合 (attr!=*の場合），そのタ

グ要素に attr属性が存在していないことを示す．

終端記号であり，そのままの文字列を示す。

非終端記号であり，展開規則の指定に沿って展開される

グルーピング…の部分をグループとして指定する

タグを含まない文字列で， 1文字以上の最短文字列とマッチす

る（このままでは，グループでない，グループにする場合はも

う度括弧で囲む）

タグを含まない文字列で（）文字以 Lの最短文字列とマッチす

る（このままではグループでないグループにする場合はも

う度括弧で囲む）
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＄ 

（？：．．．） 

{ ... 1 ... } 

文字列？

AppendixB 書き換え知識変換モジュール

旬読点あるいはunitの要素の終端とマッチする

後で参照されないグルーピング．

選択{"abc"―"def'}等でabcもしくはdefとマッチする
指定された文字列(''で囲まれた終端記号または""なしの非

終端記号）の0回または1回の繰り返しを指定する？のスコー

プが文字列全体であることに注意．

書き換え規則の右辺は以下のように$nを幾つかのタグが挟んだ形式をしている（左右の

開始tagと終了tagは入れ子の関係で対応していなければならない）．

<tagl…>…<tagN…>$n</tagN>…<tagl> 

ここで， $n(n=0,1,2…)は左辺において， <tag>等で指定されたタグ要素かグルーピング

によって指定された部分とマッチした文字列で，パタンの左側から$1,$2, $3, …となる＄〇

は左辺でマッチした全体を示す．右辺の各行は，それら ($n)の部分を指定したタグ要素と

することを意味する右辺の <tag…>において，…の部分には以下のものが記述でき，属

性の値の引き継ぎを行う

$n 左辺において$nにタグ要素がマッチしている必要があり，そのマッチした

タグ要素の全ての属性とその値がここに引き継がれることを指定する

attr=$n.attr 1 左辺において$nにタグ要素がマッチしている必要があり，そのマッチした

タグ要素のattrl属性の値がattr属性の値となることを指定しているこ

こで， attrlがtextの場合は，マッチしたタグ要素のタグで囲まれている

文字列（タグは除く）がattr属性の値となることを指定している

attr=val valは""で囲まれた文字列．左辺からの値の引き継ぎでなく，値を指定す

る．

展開規則とは，図B-1の(b)のような形式をする 「：：＝」の左の部分の文字列は書き換え

規則の左辺で用いられる文字列である展開規則はそれらの文字列をより具体的な同クラ

スの要素の集合に変換することを指定する

例えば，文書中に図B-2の書き換え前のような文字列が存在した場合，図B-1の書き換え

知識によって，図B-2の書き換え後のように書き換えられる

--:_重大学大学院 r. 学研究科



入力：書き換え知識

(a)書き換え規則

<¥date>"に"<¥val>"まで"上昇旬”しだ'==>

<ipc date=$ Labs typeO=" dur_eq", val=$2. text typel=" upward"> $〇

</ipc> 

(b)展開規則

上昇旬：：= {"上昇,,I ,, 上げ,,I ,, 増加"} 

出力： perlプログラム

if ($text =-;-(<date[-<>]*?abs=(11 [-<>]*?") [-<>]*?>[-<>]+? 

<¥/date>)(に） (<val[-<>]*?> ([-<>]+?)<¥/val>) (まで）（（？：上昇I上げI

増加））（した）/g){ 

$text=-s/(<date[-<>]*?abs=(11[-<>]*?")[-<>]*?>[-<>]+? 

<¥/date>)(に） (<val[-<>]*?>([-<>]+?)<¥/val>) (まで）（（？：上昇I

上げI増加））（した）/$1$3$4$6$7$8/; 

$text=-s/(<date[-<>]*?abs=(11[-<>]*?")[-<>]*?>[-<>]+? 

<¥/date>)(に）（くval[-<>]*?>([-<>]+?)<¥/val>)(まで）（（？：上昇I

上げI増加））（した）/val=11$511 type1=11upward11> $4 <¥/ipc>/; 

｝ 

図 B-1 書き換え知識変換モジュールの入力と出力の例

書き換え前： <date abs="19980000">1998年</date>にくval>100円</val>まで上

昇した

書き換え後： <ipc date=19980000 typeO="dur_eq" val="100 

円"type1="upward"><dateabs="19980000">1998 年</date>に<val>100

円</val>まで上昇した</ipc>

図 B-2 書き換えの例
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